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１月１４日(土)，１５日(日)、２年ぶりに「じんけんフェスタ inすずか」がイスのサンケイホー
ル鈴鹿にて開催されました。これは，鈴鹿市と鈴鹿市教育委員会が主催するもので，「人権」につ
いてみんなで考え，一人ひとりの人権を尊重し大切にすることで，誰もが安心して過ごせる社会に
していこうという催しです。その中で，本校から「小中学生による人権作文朗読」に２年生の矢橋
陸空さんが選ばれ，自分の思いを堂々と発表しました。その一部を抜粋してご紹介します。 

 

障がいだけでなく，誰もがみんな違う個性を持ち，その一人ひとりの持つ個性を生かすことが 
できる世の中であってほしいと思っています。誰もがみんな楽しみを持ち，輝ける世の中であって
ほしいと思います。そして僕はそんな明るい未来を創る，発信する一人になりたいと思っています。 

 
また，１Ｆホールには人権ポスターが展示され，本校からは１年生の磯部蒼月さん，２年生の辻 
柚葉さん・上寺眞太郎さん，３年生の一身海翔さんの作品が展示されました。 
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本年度最後の天栄中校区児童生徒交流「あいさつ運動」を行いました 
 

天栄中だより第４号でご紹介しました，天栄中

校区児童生徒交流「あいさつ運動」の第３回目が

各小学校で行われました。今年度はこれで最後に

なります。中学生と小学生が笑顔であいさつを交

わし，心を通わせるようすをとても微笑ましく感

じました。また，たった一瞬のやり取りですが，そ

の一瞬でお互いが笑顔になれるなんて，あいさつ

を交わすことはとても大切で素敵なことだと改め

て感じることもできました。あいさつは人とのつ

ながりの第一歩です。「自分の心を開いて，相手の

心に近づく」そんなあいさつを心がけたいですね。 

 

 

 

１月１６日(月)，１８日(水)に３年生各クラス家庭科の授

業で「和文化出前授業」が行われました。講師先生として，

白銀屋辻呉服店の辻康宏さん，辻郁子さん，着付け教室指導

者の浅川八重子さん，平良直美さんにお越しいただき，「和服

の文化に触れよう」ということを目的に和装について様々な

ことを学びました。その後，生徒数名が着物の着付けをして

もらい，実際にその美しさや奥深さをみんなで体験しました。

講師の先生方，貴重な体験をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和文化出前授業 

2/2(木)11:50～NHK津放送「ちょこっと三重」で紹介されます。

※三重テレビ，CNS，中日新聞の取材も受けました。 


